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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 9,090 ― 1,004 ― 1,032 ― 584 ―

20年3月期第2四半期 8,050 33.3 922 191.5 889 210.0 566 235.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 38.18 ―

20年3月期第2四半期 36.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 18,312 7,379 40.3 481.96
20年3月期 17,724 7,010 39.6 457.71

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  7,379百万円 20年3月期  7,010百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 8.00 8.00
21年3月期 ― ― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 7.00 7.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,810 9.8 1,660 2.2 1,660 4.4 940 △2.5 61.38

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の業績予想につきましては、平成20年５月16日に公表しました内容から変更しております。詳細につきましては、２ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績
予想に関する定性的情報及び平成20年10月22日付の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後
様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  15,400,000株 20年3月期  15,400,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  88,590株 20年3月期  83,369株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  15,314,020株 20年3月期第2四半期  15,333,599株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

米国サブプライム・ローン問題に端を発した米欧金融機関の相次ぐ破綻、世界同時株安の下、円

高の進行、エネルギー・原材料価格高の影響や輸出の増勢鈍化が続いていることなどから、わが国

の経済は停滞しております。 

一方、当第２四半期累計期間の海運・造船関連業界は、前期までの高水準な受注残高を背景に新

造船の生産高は堅調に推移いたしました。 

当社グループが関連する舶用工業製品市場においても当第２四半期累計期間の受注は堅調であり、

舶用ディーゼルエンジンを主とした全体の売上高は 9,090 百万円（前年同期比 12.9％増）となりま

した。また、原材料・購入品の価格上昇が一段と厳しさが増す中で、販売価格の改善・収益性の高

い部分品や修理工事の売上増加など営業活動での成果もあって、利益面においても、経常利益 1,032

百万円（前年同期比 16.1％増）、四半期純利益 584 百万円（前年同期比 3.2％増）となり当初予想を

上回る成績となりました。 

 

※ 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。従

いまして、当第２四半期連結累計期間の連結損益計算書と前年同期の連結損益計算書とでは作成基

準が異なるため、前年同期比較に関する情報は参考として記載しております。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期末の総資産は 18,312 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 587 百万円増加いたし

ました。主な要因は、減価償却に伴う固定資産の減少（443 百万円）や保有株式の株価下落による投

資有価証券の減少（124 百万円）があったものの、仕事量増加による受取手形及び売掛金（888 百万

円）、仕掛品（359 百万円）の増加によるものです。 

当第２四半期末の負債合計は 10,932 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 218 百万円増加いた

しました。主な要因は、社債の償還、長期借入金の返済等により固定負債が減少（314 百万円）する

一方、仕事量増加により支払手形及び買掛金（418 百万円）、前受金（149 百万円）が増加したため

です。 

当第２四半期末の純資産の部は 7,379 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 368 百万円増加い

たしました。主な要因は、当四半期純利益（584 百万円）の計上、その他有価証券評価差額金の減少

（90 百万円）等によるものです。この結果、当第２四半期末における自己資本比率は 40.3％となり

ました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間における売上高につきましては、舶用主機関の販売はほぼ計画通りであり

ましたが、部分品及び修理工事の売上が好調で、当初予想をやや上回る状況となりました。 

損益面におきましては、原材料価格の高騰、新機種の主機関製造など原価面の厳しさはあったも

のの、コスト削減、価格改善に努力した結果、予想を上回る結果となりました。 

通期の業績予想につきましては、海外経済が後退色を強めている中で、わが国経済も停滞が続く

可能性が高いものと思われますが、現状の販売状況が堅調に推移していることを考慮し、連結売上

高 17,810 百万円、連結営業利益 1,660 百万円、連結経常利益 1,660 百万円、連結当期純利益 940 百

万円を予定しております。 
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４．その他 

(１) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(２) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表に特有の会計処理の適用 

① 棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の算定に関しては、四半期会計期間を含む年度の税金等調整前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税金等調整前四半期純利益(累計期間)に当

該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。なお、法人税等調整額は法人税等に

含めて表示しております。 

 

(３) 四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

◎当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半

期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しておりま

す。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

◎棚卸資産の評価基準及び評価方法 

棚卸資産については、従来、主として個別法による原価法によっておりましたが、当連結会計

年度より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、

主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。 

なお、従来の方法によった場合と比べ、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,924,914 2,563,786

受取手形及び売掛金 6,408,785 5,520,415

原材料及び貯蔵品 570,061 529,806

仕掛品 3,073,794 2,713,844

その他 223,571 856,983

貸倒引当金 △20,104 △34,548

流動資産合計 13,181,024 12,150,287

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,731,745 1,791,442

その他（純額） 2,093,427 2,319,212

有形固定資産合計 3,825,172 4,110,654

無形固定資産 51,884 56,621

投資その他の資産   

その他 1,292,075 1,449,539

貸倒引当金 △38,030 △42,424

投資その他の資産合計 1,254,044 1,407,115

固定資産合計 5,131,101 5,574,391

資産合計 18,312,126 17,724,679

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,242,248 3,823,572

短期借入金 1,511,345 1,542,432

未払法人税等 434,459 535,073

引当金 382,526 343,231

その他 2,345,278 2,138,152

流動負債合計 8,915,857 8,382,461

固定負債   

社債 291,800 374,000

長期借入金 1,085,698 1,200,047

退職給付引当金 349,554 381,917

役員退職慰労引当金 121,578 115,353

その他 168,147 260,286

固定負債合計 2,016,777 2,331,605

負債合計 10,932,635 10,714,066
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,510,000 1,510,000

資本剰余金 926,528 926,528

利益剰余金 4,758,129 4,295,905

自己株式 △30,758 △28,189

株主資本合計 7,163,900 6,704,244

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 215,590 306,367

評価・換算差額等合計 215,590 306,367

純資産合計 7,379,490 7,010,612

負債純資産合計 18,312,126 17,724,679
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 9,090,242

売上原価 7,049,511

売上総利益 2,040,730

販売費及び一般管理費 1,036,180

営業利益 1,004,550

営業外収益  

受取利息 2,214

受取配当金 12,861

金属屑売却益 42,628

その他 15,196

営業外収益合計 72,901

営業外費用  

支払利息 38,818

その他 6,283

営業外費用合計 45,101

経常利益 1,032,349

特別利益  

投資有価証券売却益 22,580

貸倒引当金戻入額 8,797

特別利益合計 31,377

特別損失  

減損損失 89,148

その他 2,649

特別損失合計 91,797

税金等調整前四半期純利益 971,929

法人税等 387,172

四半期純利益 584,757
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 971,929

減価償却費 310,252

減損損失 89,148

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18,838

受取利息及び受取配当金 △15,076

支払利息及び手形売却損 42,742

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △22,580

固定資産除却損 2,599

売上債権の増減額（△は増加） △748,868

割引手形の増減額（△は減少） △139,502

たな卸資産の増減額（△は増加） △68,585

その他の資産の増減額（△は増加） △9,596

仕入債務の増減額（△は減少） 418,676

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,791

その他の引当金の増減額（△は減少） 13,156

その他の負債の増減額（△は減少） 207,814

小計 1,027,479

利息及び配当金の受取額 15,076

利息の支払額 △38,767

法人税等の支払額 △522,769

営業活動によるキャッシュ・フロー 481,018

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △85,000

定期預金の払戻による収入 30,000

有形固定資産の取得による支出 △106,889

無形固定資産の取得による支出 △4,800

投資有価証券の取得による支出 △33,603

投資有価証券の売却による収入 29,593

貸付けによる支出 △4,688

貸付金の回収による収入 45,754

投資その他の資産の増減額（△は増加） 5,916

投資活動によるキャッシュ・フロー △123,718

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 30,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △275,436

社債の償還による支出 △82,200

自己株式の取得による支出 △2,568

配当金の支払額 △120,967

財務活動によるキャッシュ・フロー △351,172

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,128

現金及び現金同等物の期首残高 2,289,786

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,295,914
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、

「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 
(４) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項なし 

 

(５) セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

当第２四半期連結累計期間（自平成 20 年４月１日 至平成 20 年９月 30 日）   単位：千円 

 
内燃機関関連
事業 

その他の事業 計 消去又は全社 連結 

売上高 8,751,218 339,024 9,090,242 ― 9,090,242

営業利益 1,296,726 74,728 1,371,454 (366,904) 1,004,550

 

(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項なし 
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「参考資料」 

 前年同四半期にかかる財務諸表 

 （１）前中間連結損益計算書 

前中間連結会計期間 
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日）  

金額（千円） 
百分比
（％）

Ⅰ 売上高 8,050,963 100.0

Ⅱ 売上原価 6,175,125 76.7

売上総利益 1,875,838 23.3

Ⅲ 販売費及び一般管理費 953,346 11.8

営業利益 922,491 11.5

Ⅳ 営業外収益 

１ 受取利息 1,958

２ 受取配当金 12,413

３ その他 5,257 19,628 0.2

Ⅴ 営業外費用 

１ 支払利息 43,359

２ 手形売却損 5,278

３ その他 3,927 52,564 0.7

経常利益 889,555 11.0

Ⅵ 特別利益 

１ 貸倒引当金戻入額 880

２ その他の特別利益 128 1,008 0.0

Ⅶ 特別損失 

１ 固定資産除却損 14,801

２ 投資有価証券評価損 3,299 18,101 0.2

税金等調整前中間純利益 872,462 10.8

法人税、住民税及び事業税 401,261

法人税等調整額 △95,720 305,541 3.8

中間純利益 566,921 7.0
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 （２）前中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 
前中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日）

区分 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前中間純利益 872,462 

減価償却費 247,388 

投資有価証券評価損 3,299 

棚卸資産の減少額（△増加額） △199,106 

貸倒引当金の増加額（△減少額） 5,153 

受取利息・配当金 △14,371 

支払利息・手形売却損 48,637 

売上債権の減少額（△増加額） △566,699 

その他の資産の減少額（△増加額） △48,270 

固定資産除却損 14,801 

仕入債務の増加額（△減少額） 692,640 

未払消費税等の増加額（△減少額） △41,052 

その他の流動負債の増加額（△減少額） 221,621 

その他の固定負債の増加額（△減少額） △2,346 

割引手形裏書譲渡手形の増加額（△減少額） △289,551 

退職給付引当金の増加額（△減少額） △18,189 

その他の引当金の増加額（△減少額） 55,784 

小計 982,201 

利息及び配当金の受取額 14,371 

利息の支払額 △44,779 

法人税等の支払額 △194,943 

営業活動によるキャッシュ・フロー 756,849 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金等の預入による支出 △15,000 

定期預金の払戻による収入 30,000 

有価証券の取得による支出 △8 

有形固定資産の取得による支出 △58,697 

無形固定資産の取得による支出 △4,099 

投資有価証券の取得による支出 △22,014 

貸付金等の貸付けによる支出 △3,565 

貸付金等の回収による収入 28,520 

その他投資の解約等による収入 1,619 

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,245 
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前中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日）

区分 金額（千円） 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増加額（△減少額） 22,000 

長期借入金による収入 200,000 

長期借入金の返済による支出 △268,172 

社債の償還による支出 △82,200 

自己株式取得による支出 △7,512 

自己株式売却による収入 284 

配当金の支払額 △75,066 

財務活動によるキャッシュ・フロー △210,667 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額（△減少額） 502,936 

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 1,059,123 

Ⅵ 現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 1,562,059 

  

 

 （３）セグメント情報 

ａ．事業の種類別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自 平成 19 年４月１日 至 平成 19 年９月 30 日） 

 
内燃機関関
連事業 
（千円） 

その他事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円）

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 7,781,100 269,863 8,050,963 ─ 8,050,963

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

─ ─ ─ ─ ─

計 7,781,100 269,863 8,050,963 ─ 8,050,963

営業費用 6,582,764 222,537 6,805,301 323,171 7,128,472

営業利益 1,198,336 47,326 1,245,662 (323,171) 922,491

 

ｂ．所在地別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自平成 19 年４月１日 至平成 19 年９月 30 日）において、本邦以外の国又は地

域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

ｃ．海外売上高 

前中間連結会計期間（自平成 19 年４月１日 至平成 19 年９月 30 日） 

海外売上高は連結売上高の 10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
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６．その他の情報 

生産、受注及び販売の状況 

(１) 生産実績 

当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、 

次のとおりであります。 

事業の種類別セグメントの名称 
当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

内燃機関関連事業（千円） 4,674,283 

その他の事業（千円） 180,294 

合計（千円） 4,854,578 

（注）１．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

(２) 受注状況 

当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、 

次のとおりであります。 

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円） 

内燃機関関連事業 4,774,710 23,469,156 

その他の事業 180,294 ― 

合計 4,955,005 23,469,156 

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

(３) 販売実績 

当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、 

次のとおりであります。 

事業の種類別セグメントの名称 
当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

内燃機関関連事業（千円） 4,937,099 

その他の事業（千円） 180,294 

合計（千円） 5,117,394 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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